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公 明 党 末 、 一 両 知 総 支 部

管 八 詞 交 歓 会

ぷ
｝ 営 内

の ご 安 一 本 ・ 内

寒 冷 の 侯

お 慶 び 申 し 上 げ ま す

謹 啓 皆 様 に お か れ ま し で は 益 々 こ 清 栄 の こ と と

平 素 は 深 い こ 理 解 と ζ 支 援 を 賜 り 心 よ り

厚 く 御 礼 ・ 申 し 上 げ ま す

「 大 衆 と と も に 」

公 明 党 は 結 党 五 十 周 年 と い う 大 き な 節 目 を 迎 え

と の 立 党 精 神 を 胸 に 決 意 新 た に 前 進 を 開 始 し ま し た

』 れ か ら も 公 明 党 は 持 ち 味 で あ る 「 ネ ッ ト ワ ー ク カ 」 「 小 さ な

弘 、． て

を 最 大 限 に 発 揮 し 政 策 実 現 へ 向 け 一 層 遇 、 迄 し て 参 り ま す

恒 例 の 賀 詞 交 歓 会 を 左 記 の 内 容 で 開 催 す る 運 び と な り ま し た

声 を 聴 く カ 」

つ き ま し で は 何 か と こ 多 忙 中 の こ と と は 存 じ ま す が お 操 り 合 わ せ の 上

」 出 席 賜 り ま す よ う ご 案 内 ・ 申 し 上 げ ま す

今 後 と も 皆 様 の な お 一 層 の ご 指 導 ご 鞭 桂 を 賜 り ま す よ う お 願 い 中 し 上 げ ま す

、

平 成 二 十 八 年 一 月 二 十 二 日 （ 金 曜 日 ） 午 後 六 時日寺日

一、 A、 Z玉 ア ン ジ ェ ・ 、 フ ラ ン

高 知 県 南 国 市 明 見 九 三 三 番 地

電 話 （ O 八 八 ） 入 、 一 ハ 三 ｜ O 八 八 八 番

ま暴

一、 お 一 人
七 、 0 0

「 誠 に 恐 縮 で ご ざ い ま す が 会 費 を 十 二 月 二 十 九 日 J

一 ま で に 同 封 の 指 定 口 座 ま で ご 入 金 項 さ ま す よ う 一

f よ ろ し く お 願 い ・ 申 し 上 げ ま す L

A
、
7
- 費 。 円

平 点 二 十 七 年 十 二 月 吉 日
高 知 市 桟 橋 通 三 丁 目 ニ 四 十 二

電 話 （ O 八 八 ） 八 三 七 一 六 六 一 番

＿
，・

公 明 党 高 吾ド昌 一 小 本

※ 尚 当 日 は 貴 職 の 名 刺 を 二 枚 受 付 日

※ こ の 賀 詞 交 歓 会 は 政 治 資 金 規 正 法 第

ロ
ん ポ ’

帰 依 ゆ 岡

（ 掛 朝 鮮 誰 ） L P
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農林水産大臣表彰の受賞祝賀会開催のご案内

拝啓暁歌の候、皆様方におかれましてはますますご繁栄のこととお喜び申し上げます。また、平素

は格別のご厚情を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、当組合では、平成8年より組合員の要請に応えるため木材価格の低下と生産コストの上昇の

中で、鯨包化した施業モデノレ団地事業を始めました。方針として作業道、高性能林業機械、人材育成

をセット寸子い生産コストの低減に務めて参りました。この活動は、平成16年度より高知県の「森

の工場」制度のモデルにもなり、搬出間伐の取扱量も増加しております。さらに、平成18年度には

優れた作業道開設技術を有する南国国見森林組合と合併し、相乗効果で組合員の要望に応えて参り

ました。また、 「高知おおとよ製材欄Jや「土佐グリーンパワー閥」などの木材需要に応え、輸送コ

ストの低減にも役立つ「繁藤ストックヤードjを開設し、木材集積・供給拠点として、地域の森林を

活かした活動を続けております。

このような聯Eみが認められ、平成27年10月28日に第28回全国森材組合大会が東京都日比

谷公会堂において新子され、本式典で農林水産大臣より「農林水産大臣表彰Jを受賞する栄誉を賜る

こととなりました。

この度、当組合がこのような栄えある賞をいただくことができましたのも、ひとえに組合員の皆様

方をはじめ多くの皆様方のご指導ご協力ご支援の賜物と深く感謝いたしております。

つきましては、この受賞に長年にわたって何かとお力添えをいただきました皆様方をお招きし、粗

宴ではございますが下記のとおり祝宴を開催いたしたいと存じます。ご多忙の折、誠に恐縮ではござ

いますが、何とぞご臨席賜りますようご案内申し上げます。

〆一＼

また、祝賀会時に御祝辞を頂戴いたしたくお願い申し上げます。

重ねてのお願いになりますが、こ溜合のほどを12月10日（木）までに同封用紙にてお知らせい

ただければ、幸甚に存じます。

敬具

記

日 時平成27年12月22日（がく曜日）

午後6時00分香美森材組合の歩みビデオ上映

※「84われらが責務Jで放映された映像を編集・上映いたします

午後6時30分開会

会場アンジェプラン※レストラン・グドラックの東側の白い建物

南国市明見933番地

たゑ兄、、

／万円

～、－一一一一一


